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平成 30年１月 31日  

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 グ ロ ー バ ル ウ ェ イ 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 各 務 正 人  

（コード番号：3936） 

問 合 わ せ 先 取 締 役 管 理 部 長 山 本 慶 一  

TEL. 03-5441-7193 

 

特別損失（減損損失及び投資有価証券評価損）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成 30 年３月期第３四半期におきまして、特別損失として、固定資産の減損損失及び投資有価

証券評価損を計上する見込みとなりましたのでお知らせいたします。また、当該特別損失の計上及び最近

の業績動向等を踏まえ、平成 29 年５月 12 日に公表いたしました平成 30 年３月期（平成 29 年４月１日～

平成 30年３月 31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

当社は、本日開催の取締役会において、前事業年度及び当事業年度が営業損失になる見込みであるこ

とから「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額である 69,594千円を減損損失として計上することを決議いたしました。

また、一部の投資先について当初想定した収益計画が遅れており、回復可能性が不確実となったことか

ら、投資有価証券評価損 20,002千円を計上することを決議いたしました。 

 

２.通期業績予想の修正について 

平成 30年３月期通期業績予想の修正（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

  

売上高 

 

営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,300 
百万円 

1 
百万円 

1 
百万円 

 0 
円 銭 

0.43 

今回修正予想（Ｂ） 1,253 △195 △194 △284 △245.12 

増減額（Ｂ－Ａ） △47 △196 △195 △284 ― 

増減率（％） △3.6 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 29年３月期） 
1,022 △127 △105 △120 △104.72 

 

３.修正の理由 

売上高につきましては、ソーシャル・ウェブメディア事業では、平成 29年４月に譲り受けた国内求職

者向け転職 Web サービス（キャリタス転職）と既存サービス（キャリコネ転職）との統合を完了しまし

たが、営業拠点の構築が遅れたため、当社が求人企業から直接掲載を依頼された求人情報を介して求人

企業が採用に成功した場合の成果報酬売上が前回予想より減少しました。また、人材紹介を行うリクル

ーティング・サービスの売上が減少したこと等から、前回予想より売上高が減少となる見込みです。ビ

ジネス・ウェブアプリケーション事業では、当社が開発するクラウド型業務用ソフトウェア及び導入支

援サービスへの需要が拡大しており、前回予想より売上増加となる見込みです。この結果、売上高は 4,700

万円減少し 12億 5,300万円となる見込みです。 

営業利益、経常利益につきましては、粗利率の高いソーシャル・ウェブメディア事業の売上高減少に

伴う売上総利益の減少を要因として前回予想比で減少を見込んでおります。また、期初に想定していた

効率化は、外部に委託していた一部のシステム運用を内製化することで利益率の改善を図っております

が、時間を要しており外注費が増加しております。C2C 向けサービス（注１）及びシェアリング・エコノ

ミー型サービス（注２）であり個人の経験・スキルを売買することができる「TimeTicket（タイムチケ

ット）」は、現時点においては、TimeTicketユーザー数増加に重点を置いており、広告宣伝費の投入を
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当初計画より増加したため費用が増加しました。以上の結果、ソーシャル・ウェブメディア事業のセグ

メント利益は前回予想より減少する見込みです。ビジネス・ウェブアプリケーション事業では、売上増

加に伴いセグメント利益も前回予想より増加する見込みです。この結果、営業利益は１億 9,600 万円減

少し営業損失１億 9,500万円となり、経常利益は１億 9,500 万円減少し経常損失１億 9,400万円となる

見込みです。 

当期純利益につきましては、特別損失として、固定資産の減損損失及び投資有価証券評価損を 8,959

万円計上することから、前回予想より２億 8,400 万円減少し当期純損失２億 8,400 万円となる見込みで

す。 

（注１）C2C 向けサービスとは、商取引の形態のうち主に一般消費者どうしの売買・取引を扱う形態の 

サービス。 

（注２）シェアリング・エコノミー型サービスとは、個人間で、個人が保有する遊休資産（スキルのよう 

な無形のものも含む）の貸出しを仲介するサービス。 

 

※本資料に記載されている業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

以上 


